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春の風に吹かれ運動場の桜の花が美しく咲き、入学・進級した子ども達を祝ってくれているようです。新

学期を迎えて元気に登校する子ども達の顔は、それぞれの学年でがんばるぞ！というように輝いています。 

4月８日には、1年生５名を迎え、令和７年度の入学式が行われました。この日は春の暖かな日が差す

穏やかな気持ちのよい日となり、新しいランドセルを背負った 1年生は家族といっしょに、朝から元気に

登校してくれました。入学式では、上級生に見守られる中、少し緊張しながら入場してきましたが、担任

の加藤加奈子先生からの呼名のときには全員がしっかりと「はい」と返事をすることができました。さら

に校長先生や PTA会長様からのお話が続きましたが、最後まで行儀よくお話を聞くことができました。 

また、２年生を中心に行ったお迎えの言葉では、小学校の楽しいところやいいところを大きな声で紹介

して、歓迎の気持ちを伝えることができました。令和７年度の児童は全部で５４名。学校の宝、そして地

域の宝として、教職員一丸となって子どもたちの教育に全力を尽くしてまいります。保護者、地域の皆様

にも子ども達のために今後ともご協力・ご支援をどうぞよろしくお願いいたします。 
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職員一同、力を合わせてがんばります！ 

 

4月 8日 始業式で子ども達に次のような話をしました。 

二年生から六年生の皆さん、進級おめでとうございます。 

今日から令和７年度の勅使小学校がスタートします。今年度は全校の数が、昨年度より 13人も減

って 54人となります。一人ひとりのパワーをアップさせ、この勅使小学校をもっと楽しい学校にし

ていくために、みなさんには、ぜひ、3匹のカエルを育ててほしいと思っています。 

 

１匹目は「まちがえる」。皆さんの中には間違えることを恥ずかしいことと思っている人が多いの

ではないでしょうか。でも、「間違える」ということは、自分の力でやろうとした証拠だと思ってい

ます。例えば授業中、正解した人に答えを教えてもらう、宿題で答えを丸写しにする。これなら絶対

に間違えないかもしれないけれど、力はつきませんよね。教室や学校は間違いながら、成長すると

ころです。誰かが間違っても笑わない、安心して間違えることができる学級や学校をつくっていき

ましょう。   

でも、同じ間違いを何度も繰り返すのは、やっぱり嫌なものですよね。だから、出てくる 2 匹目

のかえる、「ふりかえる」です。この、カエルは昨年度から授業の最後にしていましたね。毎日の授

業や行事、係や委員会の仕事などで、間違ったり、うまくいかなかったりしたときこそ、しっかりふ

りかえることで、間違いや失敗の原因を見つけることができます。それは、成功の種ですよ。                    

そして最後のカエル、「かんがえる」の登場です。「これからどうしたいいかな」「自分にできるこ

とはなにかな」「誰の力を借りたらいいかな」など、しっかり考えて工夫することで、今までできな

かったことできるようになり、皆さん一人一人に力がついていきます。 

「間違える」ことを怖がらずにいろいろなことに挑戦し、その途中や最後には立ち止まって「振

り返る」、そして、さらにより良いものとなるよう「考える」、3匹のカエルを大きくしていくことで、

この勅使小学校が笑顔あふれる学校になっていきます。皆さんの頑張りに期待しています。 

 

 



 

 

 


